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■
随
想

飯
田
線
よ
も
や
ま
話

久
保
田

實
（
高
5
回
）

●
く
ぼ
た
・
み
の
る

昭
和
９
年
飯
田
市
箕
瀬
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
後

㈱
小
学
館
で
主
と
し
て
営
業
畑
で
勤

務
。
退
職
後
趣
味
と
し
て
「
下
伊
那

地
方
の
苗
字
」「
時
刻
表
に
見
る
飯

田
線
の
歴
史
」
な
ど
を
ま
と
め
て
い

る
。

　
時
刻
表
復
刻
版
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
出
版
局
）
と
い
う
書
物
が
あ
る
。

　
古
く
は
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
五
十
一
年
ま
で
列
車
ダ
イ
ヤ
の

大
き
な
改
正
が
あ
っ
た
年
月
を
選
ん
で
当
時
の
時
刻
表
を
復
刻
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
最
近
の
時
刻
表
を
加
え
て
『
時
刻
表
に
見
る
飯
田
線
の

歴
史
―

飯
田
駅
を
中
心
に
し
て
─

』
と
い
う
文
章
を
ま
と
め
て
み
た
。

　
飯
田
線
関
係
の
デ
ー
タ
（
乗
換
駅
で
の
接
続
、
東
京
・
名
古
屋
・

長
野
へ
の
所
要
時
間
を
含
む
）
を
整
理
し
て
み
る
と
興
味
深
い
変

化
が
読
み
取
れ
る
。

　
今
回
は
こ
れ
に
各
種
出
版
物
の
資
料
を
加
え
面
白
そ
う
な
話
題

を
お
目
に
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

オ
メ
ガ
カ
ー
ブ
の
誕
生

　
飯
田
線
の
名
物
と
し
て
オ
メ
ガ
カ
ー
ブ
を
挙
げ
て
い
る
書
物
が

多
い
。
元
善
光
寺
・
伊
那
八
幡
間
、
伊
那
大
島
・
上
片
桐
間
、
伊

那
福
岡
・
飯
島
間
な
ど
が
そ
れ
だ
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
「
Ω
」
に
近
い
の
が
元

善
光
寺
・
伊
那
八
幡
間
で
あ
る
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
線
路
の
形
態
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
理
由
と
開
業
当
時
の
伊
那
電
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
よ
う
。

　
大
正
十
二
年
、
待
ち
に
待
っ
た
電
車
が
や
っ
て
き
て
飯
田
駅
が

開
業
し
た
。

　
開
業
に
先
立
ち
飯
田
駅
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
、

松
尾
・
竜
丘
・
川
路
・
竜
東
南
部
各
村
は
飯
田
段
丘
の
下
を
希
望

し
、
飯
田
町
・
伊
賀
良
・
山
本
・
会
地
各
村
な
ど
は
段
丘
の
上
を

希
望
し
た
。

　
せ
っ
か
く
電
車
が
来
た
の
に
段
丘
の
下
で
は
町
の
商
業
が
破
滅

す
る
と
伊
原
五
郎
兵
衛
が
先
頭
に
立
っ
て
町
の
旦
那
衆
も
協
力
し

て
資
金
を
募
り
上
郷
境
か
ら
飯
田
駅
ま
で
の
線
路
敷
地
と
飯
田
駅

設
置
の
土
地
を
伊
那
電
に
無
償
で
提
供
し
現
在
の
位
置
に
決
定
し
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た
の
だ
と
い
う
。

　
開
業
当
時
や
っ
て
来
た
の
は
ポ
ー
ル
集
電
（
明
治
・
大
正
の
写

真
集
で
確
か
め
ら
れ
る
）
車
長
８
ｍ
電
圧
６
０
０
Ｖ
の
チ
ン
チ
ン

電
車
で
、
開
業
当
時
の
時
刻
表
は
手
元
に
な
い
が
、
飯
田
・
辰
野

間
３
時
間
43
分
と
い
う
ス
ロ
ー
モ
ー
な
運
行
で
あ
っ
た
。

　
大
正
十
四
年
四
月
現
在
、
運
転
間
隔
は
76
分
ご
と
、
一
日
辰
野

行
き
13
本
、伊
那
町
・
伊
那
大
島
行
き
各
１
本
合
計
15
本
で
あ
っ
た
。

　
飯
田
・
辰
野
間
所
要
時
間
は
３
時
間
10
分
、
新
宿
ま
で
最
短
で

10
時
間
38
分
を
要
し
た
。

　
開
業
時
の
鉄
道
敷
設
免
許
は
飯
田
町
ま
で
で
そ
の
先
は
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
。

　
地
域
の
有
志
が
相
寄
っ
て
飯
田
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立
、
飯
田
か

ら
下
川
路
ま
で
の
免
許
を
取
得
し
た
が
着
工
前
に
伊
那
電
に
合
併
さ

れ
昭
和
二
年
も
押
し
詰
ま
っ
た
12
月
26
日
天
竜
峡
ま
で
開
通
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
オ
メ
ガ
カ
ー
ブ
が
誕
生
し
た
の
で

あ
る
。

　
下
山
村
で
下
車
し
急
ぎ
足
で
伊
那
上
郷
に
行
け
ば
同
じ
電
車
に

間
に
合
う
と
い
う
。
時
刻
表
で
調
べ
て
み
る
と
列
車
交
換
や
時
刻
調

整
で
飯
田
駅
停
車
が
15
分
以
上
あ
れ
ば
間
に
合
い
そ
う
で
あ
る
。

駅
の
手
前
で
電
燈
が
消
え
た

　
豊
川
鉄
道
・
鳳
来
寺
鉄
道
・
三
信
鉄
道
・
伊
那
電
気
鉄
道
の
四

社
に
よ
っ
て
飯
田
線
が
〝
全
線
開
通
〟
し
た
の
は
昭
和
十
二
年
八

月
二
十
日
で
あ
る
。

　
天
竜
峡
以
南
の
三
信
鉄
道
は
天
竜
川
の
峡
谷
を
縫
う
よ
う
に
し

て
敷
設
さ
れ
、
測
量
に
苦
慮
し
北
海
道
か
ら
ア
イ
ヌ
酋
長
の
川
村

カ
子
ト
以
下
の
測
量
隊
を
招
い
て
や
っ
と
測
量
で
き
た
と
い
う
。

こ
の
区
間
は
ト
ン
ネ
ル
の
多
さ
か
ら
「
三
信
地
下
鉄
道
」
と
揶
揄

さ
れ
た
。

　
全
線
開
通
す
れ
ば
豊
橋
・
辰
野
間
の
直
通
運
転
が
実
現
し
そ
う

な
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
昭
和
二
十
六
年
ま
で
十
三
年
に
わ
た
り

全
便
天
竜
峡
乗
換
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
南
部
３
社
が
１
５
０
０
Ｖ
の

電
圧
で
運
転
し
て
い
た
の
に
伊
那
電
は
１
２
０
０
Ｖ
だ
っ
た
こ
と

に
よ
る
。

　
１
５
０
０
Ｖ
仕
様
の
電
車
は
１
２
０
０
Ｖ
地
域
で
は
出
力
不
足

と
な
り
、
１
２
０
０
Ｖ
仕
様
の
電
車
は
１
５
０
０
Ｖ
区
間
で
は
過

剰
電
圧
に
よ
り
モ
ー
タ
ー
が
過
熱
し
て
し
ま
う
。

　
天
竜
峡
駅
直
前
・
直
後
の
短
距
離
な
ら
不
具
合
は
避
け
ら
れ
る

の
で
駅
進
入
は
惰
力
で
、
発
進
は
目
い
っ
ぱ
い
の
力
で
運
転
す
れ

ば
何
と
か
な
っ
た
。

　
三
信
電
車
が
天
竜
峡
駅
に
進
入
す
る
直
前
の
ト
ン
ネ
ル
出
口
で

車
内
灯
が
一
度
消
え
た
。
こ
れ
は
ご
く
短
い
区
間
電
気
の
供
給
が

止
め
ら
れ
る
死
電
区
間
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
通
過
す
る
た

め
で
あ
る
。
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こ
の
こ
ろ
飯
田
線
は
か
な
り
乗
車
効
率
が
良
く
立
ち
ん
ぼ
う
の

乗
客
も
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
天
竜
峡
駅
で
乗
り
換
え
る
と
逆
に

今
ま
で
立
っ
て
い
た
人
が
座
席
を
確
保
し
、
今
ま
で
座
っ
て
い
た

人
が
立
ち
ん
ぼ
う
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら

れ
た
と
い
う
。

旧
型
国
電
の
宝
庫
と
呼
ば
れ
て

　
昭
和
四
十
年
代
か
ら
昭
和
末
に
か
け
て
飯
田
線
は
旧
型
国
電
の

宝
庫
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
時
代
は
人
口
の
都
市
集
中
が
進
み
大
都
会
周
辺
の
旅
客
輸

送
が
巨
大
化
し
た
時
期
に
当
た
る
。
都
市
周
辺
の
電
車
は
編
成
の
長

大
化
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
新
型
の
高
性
能
電
車
に
ど
ん
ど
ん
置

き
換
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
現
在
の
国
電
の
鼻
祖
と
な
る
１
０
１
系（
オ

レ
ン
ジ
色
の
中
央
線
快
速
）
が
導
入
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
二
年
こ

ろ
で
あ
る
が
、こ
の
系
統
の
電
車
が
各
線
区
に
配
属
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
横
須
賀
線
に
は
い
わ
ゆ
る
ス
カ
セ
ン
型
と
呼
ば
れ
る
新
型
電
車

が
大
量
に
投
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
廃
車
に
す
る
に
は
惜
し
い
車
両

が
膨
大
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
幹
線
を
含
む
地
方
線
区
は
ま
だ
電
化
が
進
ま
ず
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

化
が
中
心
な
の
で
旧
型
電
車
の
受
け
入
れ
先
に
は
な
ら
な
い
。
旧

型
の
電
車
の
嫁
入
り
先
は
限
ら
れ
た
電
車
区
間
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。

　
受
け
入
れ
先
の
電
車
区
間
は
多
く
は
な
い
。
東
日
本
で
そ
こ
そ

こ
の
距
離
を
運
行
す
る
線
区
は
飯
田
線
・
身
延
線
・
大
糸
線
・
仙

石
線
く
ら
い
し
か
な
い
。
私
鉄
に
引
き
取
ら
れ
た
車
両
も
あ
っ
た

ろ
う
が
、
数
多
く
の
電
車
が
こ
れ
ら
の
線
区
に
転
籍
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　
特
に
飯
田
線
は
運
転
距
離
が
長
く
、必
要
電
車
数
が
多
い
の
で
、

関
東
か
ら
関
西
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
車
種
が
導
入
さ
れ
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
前
製
造
の
車
両
で
昭
和
八
年
・
九
年
製
造

の
も
の
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
流
線
形
電
車
は
主
に
関
西
の
阪
和

線
か
ら
移
動
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
旧
型
国
電
は
若
干
の
手
直
し
は
さ
れ
て
い
た
ろ
う
が
性

能
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
ダ
イ
ヤ
編
成
と
な
る
と
最
も
性
能
の
劣

る
形
式
の
車
両
に
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
平
均
時
速
は

伊
那
電
時
代
よ
り
遅
く
な
っ
て
い
る
。
鉄
道
フ
ァ
ン
車
両
派
に

と
っ
て
は
格
好
な
観
察
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
ろ
う
が
利
用
者
に

と
っ
て
は
あ
ま
り
あ
り
が
た
く
な
い
配
置
で
あ
っ
た
。

全
盛
期
の
飯
田
線

　
最
初
に
全
盛
期
の
飯
田
駅
発
の
時
刻
表
を
お
目
に
か
け
る
。

　
昭
和
36
年
名
古
屋
・
辰
野
間
に
準
急
「
伊
那
」
が
、
天
竜
峡
・

辰
野
間
に
準
急
「
天
竜
」
が
運
転
を
開
始
し
た
。

　「
伊
那
」
は
名
古
屋
直
通
で
、
飯
田
発
16
時
16
分
、
名
古
屋
着
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20
時
20
分
と
４
時
間
04
分
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
よ
り

約
１
時
間
の
短
縮
で
あ
る
。

　「
天
竜
」
は
気
動
車
で
辰
野
で
中
央
本
線
急
行
第
一
ア
ル
プ
ス

に
併
結
さ
れ
新
宿
ま
で
直
通
し
た
。
飯
田
発
５
時
50
分
新
宿
着
11

時
55
分
所
要
５
時
間
45
分
と
初
め
て
６
時
間
を
切
っ
た
。
帰
り
は

新
宿
発
17
時
20
分
急
行
「
第
２
上
高
地
」
に
併
結
、
辰
野
か
ら
天

竜
峡
行
き
と
な
り
飯
田
着
22
時
55
分
所
要
５
時
間
40
分
、
東
京

滞
在
約
５
時
間
半
で
急
ぎ
の
用
事
な
ら
何
と
か
日
帰
り
が
可
能
に

な
っ
た
。
往
復
と
も
従
来
よ
り
約
１
時
間
半
ほ
ど
の
短
縮
で
あ
る
。

当
初
気
動
車
で
運
転
さ
れ
て
い
た
「
天
竜
」
は
昭
和
四
十
二
年
の

中
央
本
線
電
化
完
了
と
と
も
に
電
車
に
置
き
換
わ
っ
た
。

　
輸
送
需
要
の
拡
大
と
と
も
に
急
行
列
車
は
増
発
を
繰
り
返
し
、

昭
和
五
十
年
に
は
新
宿
行
き
３
本
、長
野
行
き
２
本
上
諏
訪
行
き
・

辰
野
行
き
各
１
本
と
合
計
７
本
。
上
り
方
面
も
名
古
屋
以
遠
行
き

２
本
、
豊
橋
行
き
２
本
天
竜
峡
行
き
１
本
と
合
計
５
本
が
運
転
さ

れ
た
。

　
昭
和
四
十
年
か
ら
五
十
五
年
に
か
け
て
が
飯
田
線
の
全
盛
期
と

い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
飯
田
線
が
元
気
だ
っ
た
の
は
こ
の
時
期
ま

で
で
昭
和
五
十
年
名
古
屋
、昭
和
五
十
九
年
新
宿
、昭
和
六
十
三
年

長
野
と
ハ
イ
ウ
エ
イ
バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
る
と
長
距
離
客
は

ほ
と
ん
ど
バ
ス
に
奪
わ
れ
、
Ｂ
ク
ラ
ス
の
ロ
ー
カ
ル
線
が
一
挙
Ｄ

ク
ラ
ス
に
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。

　
飯
田
線
の
今
後
が
ど
う
な
る
の
か
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
救
済
策

に
な
る
の
か
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


